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総合計画ってなんだろう？
　「総合計画」は、これからの10年間に涌谷町が目指す理想の姿を描いた「町の設計図」です。町の個性と
魅力を高め、町民の皆さんと協力して「しあわせを感じるまちづくり」を進めるための大切な道しるべとなり
ます。皆さんで同じ目標を共有していただき、笑顔あふれる未来を一緒に形にしていきましょう。

　2035年度の将来像達成に向け、基本構想を土台とした三層の計
画を連動させ、社会情勢に合わせて柔軟にまちづくりを進めます。

第六次涌谷町総合計画は、近年の社会動向等も踏まえ、

涌谷町の「個性と魅力」を高め、町民と協働して「しあわせを感じるまちづくり」を
進めていくための指針として策定します。

計画の目的・位置付け・役割

計画の構成・期間

計画の
役割

　町の運営の土台となる、これ
から10年間の最も重要な「道し
るべ」です。

　10年後の理想の姿と、まちづくりの土台となる大きな方針
を定めます。

　5年間の目標ごとに、具体的な進め方や重点プロジェクトを
まとめます。

　毎年の予算に合わせ事業を決め、状況に応じ毎年度見直し、
実行します。

　町民と行政が手を取り合い、
一緒に理想の未来をつくるため
の「共通の目標」です。

　国や県、周りのまちとも協力
して、スムーズにまちづくりを
進めるための「指針」です。

総合計画（基本構想を土台とした三層構造）

抽象的

具体的

実施計画

基本計画

基本構想
全ての計画は基本構想を
土台に策定

短期計画
事業／予算

中期計画
施策方針／成果指標

長期計画
ビジョン／目標

令和 ８年度 ９年度 10年度 11年度 12年度 13年度 14年度 15年度 16年度 17年度

西暦 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035

基本構想

基本計画

実施計画
（1期 3年間）

10年間

前期５年間 後期５年間

３年間
３年間

３年間

計画期間

『基本構想』を土台にして、具体的
な取り組みを一つずつ形にしてい
くのね。
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涌谷町の今を調査しました！
　策定にあたっては、統計データや町民アンケート、わくや若者ミーティングを通じて、多くの町民の皆さ
んから現在の暮らしへの思いや将来への希望を伺いました。

　人口、世帯数共に減少傾向が続いています。男女
共に最も多い年齢は60代後半〜70代前半（令和２年）
となっており、少子化も進んでいます。

地域で丸ごと支え合う『包
括的な支援』をさらに深め
ていくことが大切です。

デジタルの力や新しい働き
方を生かして、涌谷町の産
業をもっと盛り上げます。

安全な道路や施設を整え、
みんなが主役のまちづくり
活動をさらに広げます。

予算を賢く効率的に使っ
て、変化に強い安定した
町政運営を進めます。

統計で見る本町の状況

見えてきたまちづくりの課題

１

デジタル社会に
対応した、
地域産業の強化

変化に強く、
持続可能な
行財政運営の確立

安心して暮らし、
子育てできる
環境の向上
１

安全な暮らしの
実現と、協働の
まちづくり
３ ４

２

　町民の皆さんの声をお聞きしました。

アンケート調査を実施しました。町民の声２ 対
象
者
18歳
以上

回
収
率
29.7

％
297

人
回
収
数

平均3.5点
５点満点／ふつう3点

平均5.3点　
10点満点／ふつう５点

住みやすさ 自分らしく生きていると
感じている

まちの将来像の
キーワード

１位

２位

３位

（経済的な）豊かさ
安全・安心
快適さ

　20代の若者たちが集まってまちや、まちづくりについて、その思いを語ってもらいました。

将
来
像
の
キ
ー
ワ
ー
ド

わくや若者ミーティングを実施しました。若者の声３

こどもをのびのび
育てられる環境

居場所・交流

地域のつながり

涌谷を知ってもらう

共に減少傾向

人口人口 世帯世帯

■こんなまちがいいな！
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涌谷町の10年後のすがた

つながりが
しあわせを育む笑顔のまち

涌谷町の将来像

黄金郷わくや

つながり
しあわせを
育む

笑顔のまち

黄金郷
わくや

　町民同士のコミュニティや地
域団体、企業等の「町内のつな
がり」を広げ、誰もが取り残され
ない社会を目指します。同時に、
豊かな自然や歴史を生かした観
光、ふるさと納税、国内外の自
治体との交流等を通じて「町外と
のつながり」を増やし、広げてい
く姿を表しています。

　町内外に広がるつながりを生
かして活気を取り戻し、安全・安
心な環境で子育てがしやすい町
を目指します。全ての町民が「し
あわせな人生」を育み、次世代
を担うこどもたちが元気に成長し
て、時代を超えて笑顔があふれ
る未来を創造していきます。

　日本初の産金地である“金のまち涌谷”という歴史的な誇りを、国内外へ広く発信
していく決意を込めています。この歴史を未来へとつなぎ、これからも「光り輝くふ
るさとになる」という強い想いを「黄金郷」という言葉で象徴しています。

　歴史ある『黄金郷』としての誇りを胸に、人と人との多様な『つながり』を育むことで、誰もが笑顔で自分ら
しく輝ける未来を目指します。この将来像は、町民の皆さんの『住みやすさ』や『安全・安心』への願いを込
めた、10年後の涌谷町の理想の姿です。

将来像１
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　将来像「つながりが しあわせを育む笑顔のまち 黄金郷わくや」の実現に向けた進捗を測るため、計画全体
で取り組む「人口」と「暮らしの満足度（町民幸福度）」の2つの大きな成果目標を掲げました。この目標は、
子育て環境の整備や産業の活性化、安全・安心な基盤づくり等を通じて、町の活力を維持するだけでなく、
町民一人一人が日々の暮らしの中で「しあわせ」を実感できる状態を目指すための大切な指標です。

計画全体で目指す成果目標２

※実績（国勢調査）の総人口は年齢不詳（非表示）を含む
※推計は端数処理により内訳の合計と総人口が一致しない場合がある

▼	 将来推計人口（年齢３区分別人口及び割合）

12,000

16,000
（人）

100.0
（％）

8,000

4,000

0

75.0

50.0

25.0

0.0
令和２年
2020年

令和７年
2025年

令和12年
2030年

令和17年
2035年

令和22年
2040年

令和27年
2045年

推計実績

8,091 6,727 6,215 5,753 5,118 4,533

1,471 1,097 926 905 995 972

5,796

5,820
5,533

5,073
4,751

4,477

15,388

13,644
12,675

11,731
10,865

9,982

37.737.7 42.742.7 43.743.7 43.243.2 43.743.7

年少人口（０～14歳）
年少人口割合

生産年齢人口（15～64歳）
生産年齢人口割合

老年人口（65歳以上）
老年人口割合

9.69.6 8.08.0 7.37.3 7.77.7 9.29.2 9.79.7

52.652.6 49.349.3 49.049.0 49.049.0 47.147.1 45.445.4

44.944.9

2035年
計画目標

▼	 暮らしの満足度（幸福度）

年齢別（最多割合）
10～20代
30～60代、80歳以上
70代

「5点」「7点」
「5点」
「8点」10点満点／ふつう５点

平均5.7点

10％ 20％ 30％ 40％0％
全体（n=297）

０点［とても不満（不幸）］ 1.7

2.0

3.4

6.1

5.4

34.7

9.8

13.5

15.5

2.7

3.7

1.7

１点

２点

３点

４点

５点［どちらともいえない］

６点

７点

８点

９点

10点［とても満足（幸せ）］

不明・無回答

※�平均点の算出方法：とても満足（幸せ）（10点）～どちらともいえない（５点）～とても不満（不幸）（０点）として
各回答人数に乗じた合計点を点数回答者（０点～ 10点の総回答人数）で除して算出

人口

暮らしの満足度（町民幸福度）

成果目標／
令和17（2035）年

6.2点以上

（参考）国立社会保障・人口問題研究所
推計準拠（令和５年12月推計）

11,266人

目標
令和17（2035）年

11,700人

このグラフは10年後の人
口予測だよ。何もしない
と人口は減ってしまう予
測だけれど、みんなで協
力して11,700人を維持
することを目指したいね。

町民みんなで手を取り
合って、『しあわせ』を実
感できるまちを一緒につ
くっていけるといいね！

町民アンケート調査（令和６年度）結果
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最初の５年間の取組（前期基本計画）

基本
目標 １ みんながつながり 

にぎわいが生まれるまちづくり

周遊・体験型観光の活性化

　日本初の産金地としての歴史を軸に、豊かな四
季の自然、伝統文化を体験できる観光プログラム
が定着し、関係人口の増加につながっています。

５
年
後
の
姿

●	歴史・自然・文化を生かした観光の推進
●	訪れたい魅力の発信
●	観光業の担い手の育成

歴史文化の継承と活用

　郷土の歴史・文化・芸術に親しむ機会が広がっ
ています。

５
年
後
の
姿

●	芸術文化の継承と創造
●	歴史文化を生かしたまちの魅力向上

スポーツ・レクリエーション交流の推進

　スポーツ・レクリエーションを通じて集い、交
流する機会が広がっています。

５
年
後
の
姿

●	スポーツの拠点施設の再整備
●	スポーツを通じた交流の活性化　

地域間･国際交流の推進

　町民、団体、自治体による国内外の交流活動
が様 な々分野に広がっています。

５
年
後
の
姿

●	自治体間交流の活性化
●	国際交流と多文化共生の推進

商業・サービス業の活性化

　商店主や経営者が、自らの強みを生かしながら
挑戦できる支援制度や相談体制が整備され、意欲
的に事業展開している姿が見られます。

５
年
後
の
姿

●	消費者に選ばれる事業経営の応援
●	商業・サービス業の再生支援

農林業の活性化

　農林業分野にデジタル技術を活用する取組が
広がっています。

５
年
後
の
姿

●	将来に向けた農業・農村の整備
●	生産力・販売力・ブランド力の強化
●	わくやブランドの確立
●	貴重な森林の保全と活用

産業振興と働き方支援

　企業誘致活動や起業支援が進み、柔軟な働き
方のできる職場が町内に広がっています。

５
年
後
の
姿

●	経営支援と起業促進による地域産業の活性化
●	企業誘致の推進
●	多様な働き方ができる環境づくり
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基本
目標 ２みんながつながり 

にぎわいが生まれるまちづくり
みんながつながる
健康と安心のまちづくり

地域共生社会の推進

　誰もが支え合う地域づくりと福祉ニーズに対応
する分野横断の連携を進めています。

５
年
後
の
姿

●	誰もが暮らしやすく支え合う地域づくりの推進
●	町民同士の交流機会と包括的な支援体制の充実
●	自立した暮らしの支援

健康増進･疾病予防の推進

　町民一人一人が心身の健康に向き合い、安心し
て暮らせる町になっています。

５
年
後
の
姿

●	町民の健康行動を応援する世代別支援の充実
●	地域で取り組む健康づくりの推進
●	心の健康に関する支援の充実

社会保障制度の実施

　町民の生涯にわたる支えとなる社会保障（医療・
介護・年金）を適切に実施しています。

５
年
後
の
姿

●	国民健康保険制度の維持
●	介護保険制度の適正な運用
●	後期高齢者医療制度の周知と健康支援の充実
●	国民年金制度の周知と加入促進

地域医療の充実

　町民が安心して暮らせる医療提供体制が充実し
ています。

５
年
後
の
姿

●	国民健康保険病院の経営基盤の安定化
●	関係機関との連携と役割分担の推進

高齢者の包括ケアシステムの推進

　高齢者の暮らしを支える包括的なケア体制の一
層の推進が図られています。

５
年
後
の
姿

●	高齢化に伴うニーズの変化に対応できる
		 包括的支援体制の強化
●	地域ニーズに応じた介護サービスの充実
●	移動手段の確保と緊急時に備える体制の強化

障害者福祉の充実

　一人一人の希望に応じた生き方に伴走する関係
機関同士の連携を進めています。

５
年
後
の
姿

●	障害のあるこどもを安心して
		 育てられる環境づくりの推進
●	生涯を安心して暮らせる環境づくりの推進
●	教育・就労環境の向上

7



基本
目標 

基本
目標 

３

４

みんなとつながり 
学び輝くまちづくり

みんなに選ばれる 
安全で快適なまちづくり

適切な土地利用の推進

　持続可能性と生活利便性が両立する土地利用と
都市構造に向けた取組を進めています。

５
年
後
の
姿

●	まちづくりの基盤となる土地利用の推進
●	持続可能な都市構造への転換

住環境の向上

　若い世代からも選ばれる安全で快適な住環境の
形成を進めています。

５
年
後
の
姿

●	住まいの確保と定住への支援
●	安らぎのある住環境の創出
●	暮らしの安全・安心を確保する支援
●	町営住宅の適切な管理

子育て支援の充実

　子育てニーズやこどもの個性に応じた支援に向
けた取組を進めています。

５
年
後
の
姿

●	こどもの成長を支える保育・支援の充実
●	誰もが安心して子育てできる環境の向上

青少年育成・生涯学習の推進

　幅広い世代の町民が豊かな人生を送るために
様 な々学習機会や体験機会を利用しています。

５
年
後
の
姿

●	青少年の自立意識の醸成
●	個性を磨き上げる生涯学習の推進

幼児教育・学校教育の充実

　幼児期から学齢期にかけて、確かな学力、健や
かな体、豊かな心を育てる教育を一貫して行って
います。

５
年
後
の
姿

●	幼児期の教育環境の充実
●	主体的な学びと生きる力を育てる学校教育の充実
●	地域や高校との連携による教育活動の推進
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みんなに選ばれる 
安全で快適なまちづくり

道路・交通環境の充実

　町内外を効率的に移動できる道路ネット
ワークと地域に適した公共交通体系の構築を
進めています。

５
年
後
の
姿

●	暮らしの基盤となる道路ネットワークの整備
●	多様な公共交通体系の構築

消防・防災体制の強化

　災害等の緊急事態に備える体制を維持して
います。
　個人でも地域でも緊急事態に備える自助・
共助の取組が行われています。

５
年
後
の
姿

●	消防体制の強化
●	地域防災力を高める取組の推進

生活安全対策の強化

　交通事故や犯罪を地域みんなの力で防ぐ取
組を行っています。

５
年
後
の
姿

●	交通安全の啓発と環境整備の推進
●	犯罪を起こさせない、被害に遭わない
	 安全なまちづくり

環境と共生する暮らしの推進

　豊かな自然と良好な生活環境を次代につな
げる取組が地域で行われています。
　カーボンニュートラルの実現に向けた地球
に優しい取組が町内に広がっています。

５
年
後
の
姿

●	地域の魅力を高める環境保全と景観形成の推進
●	良好な生活環境の維持と感染症防止の推進
●	温室効果ガス削減の推進

上下水道事業の維持と資源循環の推進

　快適な暮らしの基盤である上下水道事業の
適切な運営に取り組んでいます。
　町民・企業・行政等のあらゆる主体で水質
保全と３Rの取組が進んでいます。

５
年
後
の
姿

●	水の安定供給の維持
●	地域に適した生活排水処理の普及
●	持続可能な社会に向けた資源循環の推進
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基本
目標 ５ みんなでつくる

活力のあるまちづくり

にぎわい・健康・学び・安全・活力の５目標を軸に、
誰もが笑顔の「黄金郷わくや」を築くために、世代を
超えた「つながり」を大切に、町民と行政が協力し、
一人一人がしあわせを実感できる未来を、みんなで
力を合わせて目指していきたいですね。

町民と協働するまちづくりの推進

　個性が尊重される地域づくりが町民主体で進め
られています。

５
年
後
の
姿

●	町民主体の地域活動の活性化
●	町民参画の充実
●	まちづくりを担う人材の育成
●	男女共同参画の推進

持続可能な行財政運営の推進

　長期的な視点を持ち、社会動向を見据えた効率
的な行財政運営を行っています。

５
年
後
の
姿

●	効率的・効果的な行政運営の推進
●	広報・広聴の充実と行政サービスの向上
●	健全な財政運営の推進
●	広域連携の強化
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まちづくりシンボルプロジェクト
　町の課題を解決し、新たな活力を生み出すための象徴的
な取組として、2つの『シンボルプロジェクト』を推進します。
関係人口の創出を目指す『わくや交流2.0』と、出産・子育て
から安心の生活基盤までを支える『しあわせな人生が広がる
“わくや暮らし”』の実現により、涌谷町の未来を力強く切り
開きます。

“わくや交流２.０”による
地域活力の創生

プロジェクト

１

プロジェクトの方向性・目指す成果

　本町とのつながりを更に広く、より深く育む仕組みに加えて、地域産業の活性化と働く場の拡大に重点的
に取り組みます。「ひとの動き」と「産業」が相互に連動する環境を創出し、交流人口・関係人口の広がりと移
住・定住を促進することにより、転入者数の増加を目指します。

プロジェクトの方向性・目指す成果

　出会い・子育てへの支援、地域力を生かした支え合い、そして快適に暮らし続けられる生活環境の向上に
重点的に取り組みます。「つながり・安全・安心・快適・喜び」のある“わくや暮らし”の実現を町民との協働で
進め、町民の幸福度向上に寄与します。

“もうひとつの
ふるさと・わくや”

の創生

連携と挑戦が
生み出す

“わくや産業力”の強化

地域の魅力を生かした
“わくや交流2.0”による
地域活力の創生

取り組む
こと

取り組む
こと

　魅力発信やふるさと納税を通じたファンづくり、移住支援による人材確保に注力し
ます。また、地元ブランドの価値向上や新たな挑戦を後押しする環境を整え、企業誘
致により町内で自分らしく働ける場を拡大します。

　結婚や子育てを町が温かく支え、こどもが安全に楽しく過ごせる場所を整えます。
困った時に助け合える地域のつながりをつくり、バス等の移動も便利にします。人生
の最期まで自分らしく、安心して暮らせる町を築きます。

しあわせな人生が広がる
“わくや暮らし”の実現

プロジェクト

２

出会い・結婚・
出産・子育てへの
応援の充実

家庭と人生を
支える

取組の充実

快適性と
安全性を高める
生活基盤の強化

町民のしあわせに寄与する
“わくや暮らし”の実現

出会いから子育て、そし
て安全な生活まで、人生
のあらゆるステージに寄
り添う町を目指します！
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